
県
総
体
・
リ
ー
グ
戦

一
期
で
の
２
部
復
帰
果
た
す
！

　

２
０
２
２
年
県
リ
ー
グ
を
山
東
は
初
め

て
の
３
部
リ
ー
グ
で
迎
え
る
。
一
期
で
の

２
部
返
り
咲
き
を
狙
う
。
初
戦
こ
そ
取
り

こ
ぼ
す
も
の
の
、
そ
の
後
３
年
生
を
中
心

と
し
た
攻
撃
陣
が
躍
動
す
る
試
合
が
多

く
、
大
差
で
の
勝
利
が
続
く
。
結
局
２
回

総
当
た
り
の
う
ち
、
３
年
生
中
心
に
戦
っ

た
前
期
を
６
勝
１
敗
で
折
り
返
す
。
２
回

総
当
た
り
の
途
中
で
新
チ
ー
ム
に
切
り
替

わ
り
、
内
容
面
で
劣
る
も
の
の
３
年
生
が

積
み
上
げ
た
勝
ち
点
を
無
駄
に
し
な
い
粘

り
強
い
戦
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ

ロ
ナ
中
断
が
あ
っ
た
の
で
、
２
回
総
当
た

り
終
了
が
11
月
ま
で
か
か
っ
た
が
、
山
東

は
３
部
リ
ー
グ
を
２
位
で
終
わ
る
こ
と
が

で
き
、
１
期
で
の
２
部
復
帰
を
決
め
た
。

昇
格
を
狙
え
ず
残
留
ば
か
り
狙
う
チ
ー
ム

は
い
ず
れ
降
格
す
る
テ
ー
ゼ
を
目
の
当
た

り
に
し
た
２
年
前
の
轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
、

２
０
２
３
年
リ
ー
グ
戦
で
は
１
部
昇
格
を

目
指
し
て
２
部
を
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
年
間
を
通
じ
て
リ
ー
グ
戦
を

戦
っ
た
が
、
そ
の
間
に
も
、
地
区
総
体
、

県
総
体
、
選
手
権
、
新
人
戦
な
ど
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
は
行
わ
れ
た
。
地
区
総
体
で

は
順
当
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
て
県
総
体
の

切
符
は
手
に
し
た
が
、
強
豪
相
手
に
ア
ッ

プ
セ
ッ
ト
は
起
こ
せ
ず
。
県
総
体
１
回
戦

の
相
手
は
東
桜
学
館
高
校
（
楯
岡
高
校
を

母
体
と
す
る
県
内
初
の
県
立
中
高
一
貫

校
）。
相
手
の
粘
り
に
手
を
焼
く
も
の
の
、

リ
ー
グ
戦
で
調
子
を
上
げ
た
山
東
Ｆ
Ｗ
が

本
領
を
発
揮
し
、
山
東
が

得
点
を
重
ね
る
。
後
半
、

攻
勢
に
出
た
東
桜
の
攻
撃

を
い
な
し
な
が
ら
加
点

し
、結
局
３
対
０
の
完
勝
。

２
回
戦
は
、
県
１
部
リ
ー

グ
所
属
の
置
賜
地
区
の

雄
、
米
沢
中
央
。
置
賜
地
区
出
身
の
ト
ッ

プ
選
手
と
県
外
出
身
者
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
前
半
山
東
は
相
手
に
ボ
ー
ル
を
持
た

せ
な
が
ら
ボ
ラ
ン
チ
の
と
こ
ろ
で
強
く
奪

い
シ
ョ
ー
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
を
繰
り
出
す
狙

い
通
り
の
展
開
か
ら
好
機
を
作
る
。
ボ
ー

ル
ポ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
は
米
沢
中
央
、
ゲ
ー
ム

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
山
形
東
と
い
っ
た
展

開
。
し
か
し
、
相
手
Ｃ
Ｂ
か
ら
「
こ
の
場

で
そ
の
シ
ュ
ー
ト
が
出
る
か
⁉
」
と
驚
く

ほ
ど
の
フ
ァ
イ
ン
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
が
放

た
れ
、前
半
０
対
１
。後
半
は
山
東
が
ゴ
ー
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ル
へ
の
攻
勢
を
強
め
相
手
陣
内
で
の
時
間

を
多
く
作
る
も
の
の
、
焦
り
が
単
調
な
攻

撃
に
繋
が
り
、
逆
に
前
半
ほ
ど
ゴ
ー
ル
に

迫
れ
な
い
。
そ
ん
な
中
、
堪
え
る
こ
と
が

で
き
ず
Ｐ
Ｋ
を
与
え
て
し
ま
い
、
追
加
点

を
許
す
。
結
局
、０
対
２
で
無
念
の
敗
退
。

県
総
体
に
至
る
流
れ
、
県
総
体
期
間
中
の

経
過
と
も
に
、
万
全
の
準
備
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。

　

こ
の
チ
ー
ム
は
攻
守
に
好
選
手
を
抱
え

る
好
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
、
１
部
リ
ー
グ

で
県
内
強
豪
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
チ
ー

ム
と
、
３
部
リ
ー
グ
で
圧
勝
を
続
け
る

チ
ー
ム
と
の
日
常
の
プ
レ
ー
の
厳
し
さ
の

違
い
が
出
て
し
ま
っ
た
試
合
だ
っ
た
。
３

年
生
は
、
Ｇ
Ｋ
初
心
者
か
ら
素
晴
ら
し
い

Ｇ
Ｋ
へ
と
成
長
し
た
選
手
に
典
型
的
な
よ

う
に
、
謙
虚
に
成
長
を
続
け
た
選
手
が
多

か
っ
た
。「
大
学
で
も
有
望
な
選
手
が
多
い

か
ら
サ
ッ
カ
ー
続
け
て
下
さ
い
」
と
は
後

援
会
後
藤
報
道
局
長
の
感
想
。

�

（
今
野
監
督
・
山
東
43
回
）
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あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
レ
フ
ェ
リ
ン
グ
の

偶
然
も
勝
負
の
一
つ
。
逆
転
を
許
し
、
そ

の
後
、
サ
ブ
Ｇ
Ｋ
と
し
て
ベ
ン
チ
入
り
し

て
も
ら
っ
た
３
年
生
を
Ｆ
Ｐ
で
出
場
さ

せ
、
追
い
上
げ
た
も
の
の
、
相
手
ゴ
ー
ル

は
遠
か
っ
た
。
結
局
１
対
２
の
敗
戦
。
３

年
生
も
い
た
県
総
体
の
ス
コ
ア
が
０
対
２

な
の
で
、
新
人
チ
ー
ム
で
の
１
対
２
の
ス

コ
ア
は
「
よ
く
頑
張
っ
た
」
と
の
評
価
と

な
ろ
う
が
、
勝
利
に
値
す
る
戦
い
と
い
う

点
で
は
、
県
総
体
で
の
戦
い
に
遠
く
及
ば

な
か
っ
た
。
新
人
チ
ー
ム
、
可
能
性
が
あ

る
が
、
ま
だ
ま
だ
力
不
足
。「
来
年
の
県
総

体
ま
で
、今
シ
ー
ズ
ン
の
悔
し
い
気
持
ち
、

先
輩
方
の
悔
し
い
気
持
ち
を
晴
ら
す
べ

く
、
し
っ
か
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
た

い
」
と
は
２
年
佐
竹
主
将
の
言
葉
。
１
部

リ
ー
グ
所
属
の
チ
ー
ム
相
手
に
、
ア
ッ
プ

セ
ッ
ト
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ
リ
ン
グ
を
狙

う
だ
け
で
は
な
く
、
来
春
ま
で
に
実
力
的

に
も
同
等
以
上
を
目
指
し
て
も
ら
い
た

い
。�
（
今
野
監
督
・
山
東
43
回
）

　

10
月
か
ら
の
選
手
権
県
大
会
、
今
年
は

一
度
引
退
し
た
３
年
生
Ｇ
Ｋ
に
ベ
ン
チ
入

り
し
て
も
ら
う
。
初
戦
は
寒
河
江
高
校
。

「
我
々
は
力
が
な
い
の
だ
か
ら
、
守
備
か

ら
試
合
の
流
れ
を
作
ろ
う
」
と
呼
び
か
け

合
う
山
東
。
そ
の
意
識
が
効
を
奏
し
、
相

手
の
攻
撃
を
寸
断
し
優
位
に
試
合
を
進

め
、し
っ
か
り
得
点
も
取
る
こ
と
が
で
き
、

４
対
０
の
完
勝
。
２
回
戦
の
相
手
は
、
ま

た
し
て
も
米
沢
中
央
。
試
合
は
、
圧
倒
的

に
ボ
ー
ル
を
保
持
さ
れ
る
も
、
山
東
俊
足

Ｆ
Ｗ
に
よ
る
「
相
手
を
呼
び
込
ん
で
の
一

発
裏
」
の
攻
撃
が
さ
く
裂
し
、
周
囲
を
驚

か
す
山
東
の
先
制
点
が
決
ま
る
。
後
は
粘

り
強
く
戦
い
相
手
の
焦
り
を
誘
う
時
間
を

長
く
過
ご
し
た
か
っ
た
が
、
前
半
の
う
ち

に
同
点
ゴ
ー
ル
を
許
し
て
し
ま
い
、
前
半

１
対
１
。
後
半
も
耐
え
る
時
間
が
長
く
、

素
晴
ら
し
い
集
中
で
よ
く
頑
張
っ
た
が
、

ま
た
し
て
も
後
半
に
Ｐ
Ｋ
を
与
え
て
し
ま

う
。「
疑
惑
の
Ｐ
Ｋ
で
は
」
と
の
感
想
も

　

12
月
12
日（
月
）市
内
の
中
島
商
店
に
て

３
年
ぶ
り
に
サ
ッ
カ
ー
部
恒
例
の
納
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
後
援
会
が
現
役
生
を
招

き
す
き
焼
き
を
振
舞
い
な
が
ら
、
優
秀
選

手
に
賞
を
贈
り
１
年
間
の
活
動
を
労
い
つ

つ
、
翌
年
に
向
け
て
（
３
年
生
は
受
験
に

向
け
て
）
激
励
す
る
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
し
ば
ら
く
す
き
焼
き
ナ
シ
の
納
会
と

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
の
３
年
生

は
こ
の
す
き
焼
き
の
会
は
初
体
験
で
し
た
。

　

２
０
２
２
年
の
優
秀
選
手
は
、
以
下
の

５
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
受
賞
し
た
選
手
の
紹
介
で
す
。

野
口　

凌
…
１
年
次
か
ら
試
合
に
出
続
け
た
。

サ
ッ
カ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
ボ
ー
ル
を
隠
す

運
び
方
、
こ
こ
は
抑
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

急
所
を
見
抜
く
力
、
体
を
当
て
て
ボ
ー
ル
を
奪
っ

た
り
逃
げ
ず
に
正
面
か
ら
力
で
奪
い
に
行
っ
た
り

す
る
球
際
の
理
解
と
、
ボ
ラ
ン
チ
に
必
要
な
多
く

の
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
山
東
サ
ッ
カ
ー

部
生
活
で
も
能
力
を
伸
ば
し
続
け
た
。
ぜ
ひ
大
学

で
一
回
り
大
き
な
選
手
に
な
っ
て
欲
し
い
。
ピ
ッ

チ
内
外
で
実
際
に
他
の
選
手
を
動
か
す
こ
と
の
で

き
た
人
間
で
あ
り
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
今

後
に
期
待
し
た
い
。

四
釜
寛
大
…
当
初
よ
り
ク
ロ
ス
対
応
等
で
い
か
に

も
Ｃ
Ｂ
ら
し
い
プ
レ
ー
が
で
き
、
そ
の
後
の
成
長

と
活
躍
が
予
想
さ
れ
た
が
、
１
年
途
中
か
ら
持
病

の
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
２
年
次
は
ほ
ぼ
ピ
ッ
チ
に

立
て
ず
地
道
な
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
、
陰
か
ら
部
員

の
活
動
を
支
え
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
３
年
次

に
は
頼
れ
る
Ｃ
Ｂ
と
し
て
活
躍
し
、
右
足
で
の
正

確
な
フ
ィ
ー
ド
に
よ
り
何
点
も
ア
シ
ス
ト
を
決
め

た
。
彼
の
苦
労
を
知
る
者
に
と
っ
て
、
彼
の
活
躍

は
感
動
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
彼
の
高
校

サ
ッ
カ
ー
生
活
に
最
大
級
の
賛
辞
を
送
り
た
い
。

富
樫
奏
太
…
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
で
は
あ
っ
た
が
、

ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
球
も
捌
け
る
の
で
、
相
手
の
裏
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力
及
ば
ず
２
回
戦
敗
退

第
41
回
山
東
サ
ッ
カ
ー
部
納
会

抜
け
に
も
最
後
に
は
間
に
合
っ
て
く
れ
て
、

シ
ュ
ー
ト
に
足
を
当
て
て
く
れ
る
頼
り
が
い
の
あ

る
Ｃ
Ｂ
と
し
て
活
躍
。
２
年
次
途
中
か
ら
攻
撃
力

を
買
わ
れ
Ｃ
Ｆ
に
コ
ン
バ
ー
ト
す
る
と
、
今
度
は

裏
抜
け
が
得
意
な
Ｆ
Ｗ
と
し
て
得
点
を
量
産
。
３

年
次
の
リ
ー
グ
戦
で
は
、
最
終
節
ま
で
や
っ
て
い

な
い
が
リ
ー
グ
得
点
王
と
な
っ
た
。
佐
竹
コ
ー
チ

が
監
督
を
し
て
い
る
山
大
医
学
部
チ
ー
ム
で
ぜ
ひ

大
暴
れ
し
て
も
ら
い
た
い
。

大
沼
俊
介
…
中
学
か
ら
ボ
ラ
ン
チ
、
ア
ン
カ
ー
と

し
て
プ
レ
ー
し
、
高
校
で
も
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

チ
ー
ム
を
動
か
し
続
け
た
。
上
背
が
な
い
こ
と
を

言
い
訳
に
せ
ず
、
ヘ
デ
ィ
ン
グ
の
意
識
も
高
ま
り
、

ボ
ラ
ン
チ
と
し
て
安
定
し
て
跳
ね
返
す
の
は
も
ち

ろ
ん
と
し
て
、
Ｃ
Ｋ
に
て
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
た
。
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
の
意
識
も
芽
生
え
、

３
年
次
は
積
極
的
に
狙
っ
た
。
野
口
と
の
ボ
ラ
ン

チ
間
の
関
係
は
よ
く
、
山
東
の
サ
ッ
カ
ー
の
質
を

高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。

佐
藤
壮
悟
…
キ
ッ
ク
と
ヘ
デ
ィ
ン
グ
に
優
れ
、
当

初
は
Ｃ
Ｂ
や
ボ
ラ
ン
チ
な
ど
ボ
ー
ル
を
跳
ね
返
し

た
り
配
球
し
た
り
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
務
め
た

が
、
１
年
の
途
中
か
ら
学
年
に
Ｇ
Ｋ
が
い
な
か
っ

た
の
と
、
器
用
さ
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
走
力

に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、
顧
問
よ
り
Ｇ
Ｋ
へ
の
転
向

を
命
じ
ら
れ
る
と
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
素
晴

ら
し
い
Ｇ
Ｋ
へ
と
成
長
し
た
。
ま
た
部
長
と
し
て

チ
ー
ム
を
明
る
く
ま
と
め
上
げ
た
。
物
事
を
前
向

き
に
と
ら
え
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
課
題
を
解

決
す
る
力
が
あ
り
、
将
来
ど
ん
な
道
に
進
ん
で
も

楽
し
み
な
人
間
で
あ
る
。
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◎
Ｙ
リ
ー
グ

第
１
節　

４
月
９
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

　

山
形
東　

０　

０
―
０

０
―
１
　

１　

城
北
Ｂ

コ
メ
ン
ト　
両
チ
ー
ム
、
決
定
機
を
つ
く
れ
な
い
ま
ま
０
―
０
で
前
半
が

終
了
。
後
半
は
ボ
ー
ル
を
持
て
な
い
時
間
が
前
半
に
比
べ
多
く
な
る
。
後

半
44
分
、
相
手
の
フ
リ
ー
の
選
手
に
シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
失
点
。

第
２
節　

４
月
16
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

３　

２
―
０

１
―
０
　

０　

明
正
Ｂ

［
得
点
者
］
富
樫
奏
太
3　

コ
メ
ン
ト　
前
半
早
々
奏
太
が
持
ち
出
し
シ
ュ
ー
ト
。
先
制
す
る
。
22
分
、

こ
ん
に
ゃ
く
の
ク
リ
ア
に
奏
太
が
合
わ
せ
２
点
目
を
得
る
。
後
半
に
も
奏

太
が
得
点
を
追
加
。

第
３
節　

４
月
24
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

２　

１
―
０

１
―
０
　

１　

山
形
中
央
Ｃ

［
得
点
者
］
野
口　

凌
・
富
樫
奏
太

コ
メ
ン
ト　

前
半
17
分
、
ご
っ
ち
ゃ
ん
が
出
し
た
ボ
ー
ル
を
野
口
が

シ
ュ
ー
ト
。
突
然
の
シ
ュ
ー
ト
に
相
手
Ｇ
Ｋ
は
反
応
で
き
ず
、
山
東
先
制
。

後
半
開
始
３
分
、
相
手
の
Ｆ
Ｋ
が
直
に
決
ま
り
同
点
に
追
い
つ
か
れ
る
。

後
半
33
分
、
奏
太
の
シ
ュ
ー
ト
が
相
手
の
足
に
当
た
り
そ
の
ま
ま
決
ま
る
。

◎
村
山
地
区
リ
ー
グ

１
回
戦　

４
月
29
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

８　

３
―
０

５
―
０
　

０　

創
学
館

［
得
点
者
］�

富
樫
奏
太
・
奥
山
仁
統
・
大
沼
俊
介
２

　
　
　
　

 

會
田
祥
吾
・
平
山
龍
輝
２
・
木
村
俊
希

コ
メ
ン
ト　
前
半
４
分
、
四
釜
が
蹴
っ
た
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
に
奏
太
が
合
わ

せ
て
抜
け
出
し
１
得
点
目
を
得
る
。
前
半
８
分
に
は
仁
統
が
、
前
半
９
分

に
は
俊
介
が
得
点
し
、
前
半
を
３
―
０
で
終
え
る
。
後
半
に
入
る
と
、
４

分
に
Ｐ
Ｋ
を
獲
得
し
、
祥
吾
が
決
め
て
４
得
点
目
を
得
る
。
ま
た
後
半
14

分
と
17
分
に
は
、
後
半
か
ら
入
っ
た
健
矢
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
。
さ
ら
に

そ
の
後
、
２
得
点
を
獲
得
し
、
８
―
０
で
試
合
を
終
え
た
。

２
回
戦　

４
月
30
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

３　

２
―
０

１
―
０
　

０　

山
形
工
業

［
得
点
者
］
富
樫
奏
太
・
大
沼
俊
介
２

コ
メ
ン
ト　
前
半
２
分
、
山
工
の
Ｆ
Ｋ
を
四
釜
が
大
き
く
跳
ね
返
し
、
奏

太
が
受
け
て
運
び
シ
ュ
ー
ト
を
打
ち
、
１
得
点
目
を
得
る
。
９
分
に
は
、

健
矢
の
シ
ュ
ー
ト
を
Ｇ
Ｋ
が
弾
い
た
ボ
ー
ル
を
俊
介
が
押
し
込
み
、
２
得

点
目
を
追
加
す
る
。
後
半
５
分
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
Ｃ
Ｋ
に
俊
介
が
頭
で
合

わ
せ
得
点
す
る
。

３
回
戦　

５
月
１
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

３　

２
―
０

１
―
０
　

０　

明
新
館

［
得
点
者
］
富
樫
奏
太
３

コ
メ
ン
ト　
前
半
23
分
、
健
矢
か
ら
パ
ス
を
受
け
た
奏
太
が
抜
け
出
し
得

点
す
る
。
後
半
13
分
に
、
こ
ん
に
ゃ
く
が
運
ん
だ
ボ
ー
ル
を
奏
太
が
受
け

シ
ュ
ー
ト
し
、
２
得
点
目
を
得
る
。
後
半
30
分
に
は
奏
太
が
ド
リ
ブ
ル
か

ら
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
３
―
０
で
試
合
を
終
え
た
。

◎
地
区
総
体

１
回
戦　

５
月
７
日
Ｇ
：
山
形
市
球
技
場

　

山
形
東　

０　

０
―
０

０
―
２
　

２　

山
形
中
央

コ
メ
ン
ト　
前
半
は
０
―
０
で
終
了
。
後
半
11
分
と
26
分
で
Ｃ
Ｋ
か
ら
失

点
。
シ
ュ
ー
ト
数
こ
そ
山
東
が
上
回
っ
た
も
の
の
、
山
中
の
早
い
攻
撃
に

対
応
で
き
ず
、
終
始
山
中
優
位
の
状
態
だ
っ
た
。

２
回
戦　

５
月
８
日
Ｇ
：
県
総
合
運
動
公
園
第
二

　

山
形
東　

０　

０
―
０

０
―
０
　

０　

山
形
南

Ｐ
Ｋ
戦　

４
―
５

コ
メ
ン
ト　
本
来
な
ら
午
後
に
２
戦
目
を
戦
う
予
定
だ
っ
た
が
、
相
手

チ
ー
ム
の
不
参
加
に
よ
り
不
戦
勝
と
な
り
、
山
形
南
と
の
５
位
決
定
戦
に

進
ん
だ
。
山
南
は
シ
ュ
ー
ト
数
が
多
か
っ
た
が
、
Ｇ
Ｋ
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
守

り
と
枠
外
の
シ
ュ
ー
ト
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
無
失
点
で
前
半
を
終
え

る
。
Ｐ
Ｋ
戦
に
入
っ
た
が
、
２
人
目
の
俊
介
が
止
め
ら
れ
、
４
―
５
で
敗

れ
た
。

◎
Ｙ
リ
ー
グ

第
４
節　

５
月
14
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

３　

１
―
０

２
―
０
　

０　
東
海
大
山
形
Ｃ

［
得
点
者
］
富
樫
奏
太
２
・
小
関
健
矢

コ
メ
ン
ト　
前
半
33
分
、
Ｇ
Ｋ
と
一
対
一
に
な
っ
た
奏
太
が
ゴ
ー
ル
を
決

め
る
。
後
半
１
分
、
健
矢
の
ル
ー
プ
シ
ュ
ー
ト
に
よ
り
２
得
点
目
を
得
る
。

後
半
41
分
、
Ｇ
Ｋ
が
前
に
出
て
空
い
た
ゴ
ー
ル
に
奏
太
が
シ
ュ
ー
ト
を
打

ち
、
３
得
点
目
を
追
加
し
、
３
―
０
で
試
合
を
終
え
る
。

第
５
節　

５
月
14
日
Ｇ
：
県
総
合
運
動
公
園
第
二

　

山
形
東　

４　

３
―
１

１
―
０
　

１　

長
井

［
得
点
者
］　

富
樫
奏
太
３
・
小
関
健
矢

コ
メ
ン
ト　
前
半
８
分
、
俊
介
が
出
し
た
ボ
ー
ル
に
奏
太
が
反
応
し
、
ド

リ
ブ
ル
で
相
手
２
人
を
交
わ
し
て
シ
ュ
ー
ト
。
先
制
点
を
取
る
。
し
か
し

26
分
、
Ｇ
Ｋ
が
前
に
出
た
が
取
り
こ
ぼ
し
、
そ
れ
を
ゴ
ー
ル
が
空
い
た
と

こ
ろ
に
打
た
れ
失
点
。
前
半
33
分
、
奏
太
が
ド
リ
ブ
ル
か
ら
シ
ュ
ー
ト
、

39
分
に
は
奏
太
の
パ
ス
を
受
け
た
健
矢
が
ル
ー
プ
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
３

―
１
で
前
半
を
終
え
る
。
後
半
は
比
較
的
山
東
が
優
位
に
試
合
を
展
開
し
、

後
半
８
分
、
み
ず
き
の
パ
ス
に
奏
太
が
合
わ
せ
て
シ
ュ
ー
ト
。
４
点
目
を

得
る
。

◎
県
総
体

１
回
戦　

５
月
28
日
Ｇ
：
光
ヶ
丘
球
技
場

　

山
形
東　

３　

２
―
０

１
―
０
　

０　

東
桜
学
館

［
得
点
者
］
富
樫
奏
太
２
・
會
田
祥
吾

コ
メ
ン
ト　
前
半
３
分
、
奏
太
が
ド
リ
ブ
ル
か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
先
制
。

７
分
、
奏
太
が
ゴ
ー
ル
前
で
ト
ラ
ッ
プ
し
て
そ
の
ま
ま
シ
ュ
ー
ト
。
２
点

目
を
得
る
。
２
―
０
で
前
半
を
終
え
る
。
後
半
35
分
、
山
東
が
Ｐ
Ｋ
を
獲

得
し
祥
吾
が
決
め
、
３
―
０
で
試
合
終
了
。

２
回
戦　

５
月
29
日
Ｇ
：
光
ヶ
丘
球
技
場

　

山
形
東　

０　

０
―
１

０
―
１
　

２　

米
沢
中
央

コ
メ
ン
ト　
米
中
の
左
Ｓ
Ｈ
に
サ
イ
ド
を
走
ら
れ
、
フ
リ
ー
の
選
手
に
パ

ス
を
出
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
鋭
い
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
失
点
す
る
。

前
半
は
０
―
１
で
終
了
。
後
半
31
分
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
内
で
相
手

選
手
を
倒
し
Ｐ
Ｋ
を
与
え
て
し
ま
い
、
結
果
０
―
２
で
終
了
。

◎
Ｙ
リ
ー
グ

第
６
節　

６
月
25
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

　

山
形
東　

11　

５
―
０

６
―
０
　

０　

米
沢
工
業

［
得
点
者
］
富
樫
奏
太
５
・
大
沼
俊
介
２
・
會
田
祥
吾

　
　
　
　

 

奥
山
仁
統
２
・
野
口　

凌

コ
メ
ン
ト　
前
半
４
分
、
ご
っ
ち
ゃ
ん
の
パ
ス
を
受
け
た
奏
太
が
シ
ュ
ー

ト
し
、
山
東
が
先
制
。
前
半
７
分
、
Ｃ
Ｋ
か
ら
俊
介
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で

合
わ
せ
て
得
点
、
14
分
に
は
祥
吾
が
ド
リ
ブ
ル
で
相
手
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

を
突
破
し
得
点
す
る
。
さ
ら
に
前
半
32
分
に
仁
統
が
、
45
分
に
は
野
口

が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
５
―
０
で
前
半
を
終
え
る
。
後
半
４
分
の
奏
太
の

シ
ュ
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、後
半
は
合
計
で
６
得
点
し
、11
―
０
で
勝
利
し
た
。

第
７
節　

７
月
９
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

３　

３
―
０

０
―
１
　

１　

鶴
岡
工
業

［
得
点
者
］
野
口　

凌
・
會
田
祥
吾
・
富
樫
奏
太

コ
メ
ン
ト　
前
半
22
分
、
Ｃ
Ｋ
か
ら
野
口
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
シ
ュ
ー
ト
を

決
め
先
制
。
前
半
36
分
、
野
口
が
ボ
ー
ル
を
奪
い
祥
吾
に
パ
ス
す
る
と
、

祥
吾
が
ド
リ
ブ
ル
で
加
速
し
、
相
手
選
手
を
追
い
越
し
て
シ
ュ
ー
ト
。
２

点
目
を
追
加
す
る
。
41
分
、
四
釜
の
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
を
受
け
た
ご
っ
ち
ゃ

ん
が
ゴ
ー
ル
前
の
奏
太
に
パ
ス
を
出
し
、
奏
太
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
３

―
０
で
前
半
を
終
え
る
。
後
半
39
分
、相
手
選
手
が
倒
れ
込
み
な
が
ら
打
っ

た
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
り
、
失
点
。
結
果
３
―
１
で
試
合
終
了
。

第
８
節　

７
月
16
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

４　

１
―
０

３
―
０
　

０　

城
北
Ｂ

［
得
点
者
］
富
樫
奏
太
３
・
野
口　

凌　

コ
メ
ン
ト　
前
半
14
分
、
奏
太
が
相
手
Ｄ
Ｆ
か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
い
、
Ｇ
Ｋ

と
一
対
一
の
状
態
で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
先
制
。
後
半
５
分
、
相
手
の
ミ
ス

か
ら
チ
ャ
ン
ス
が
う
ま
れ
、
ボ
ー
ル
を
奪
っ
た
祥
吾
が
奏
太
に
パ
ス
を
出

し
、奏
太
が
受
け
て
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
。
ま
た
15
分
に
は
野
口
が
ボ
レ
ー

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
３
点
目
を
追
加
す
る
。
さ
ら
に
後
半
39
分
、
相
手
の

Ｇ
Ｋ
が
取
り
こ
ぼ
し
た
の
を
奏
太
が
押
し
込
み
、
４
点
目
を
得
る
。

第
９
節　

７
月
18
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

　

山
形
東　

０　

０
―
０

０
―
１
　

１　

明
正
Ｂ

コ
メ
ン
ト　
後
半
16
分
に
は
Ｐ
Ｋ
を
与
え
て
し
ま
い
、
失
点
す
る
。
一
方

で
山
東
は
、
得
点
に
つ
な
が
る
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
れ
ず
、
０
―
１

で
敗
戦
し
た
。

第
11
節　

８
月
28
日
Ｇ
：
米
沢
市
営

　

山
形
東　

２　

０
―
１

２
―
２
　

３　

東
海
Ｃ

［
得
点
者
］
高
山
歩
慧
・
木
村
俊
希

コ
メ
ン
ト　

前
半
28
分
、
山
東
の
ミ
ス
が
続
き
Ｇ
Ｋ
と
の
一
対
一
で

シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
先
制
点
を
取
ら
れ
る
。
後
半
５
分
、
Ｐ
Ｋ
の
機
会
を

与
え
ら
れ
歩
慧
が
確
実
に
同
点
に
す
る
。
し
か
し
後
半
12
分
に
２
点
目
、

14
分
に
は
Ｐ
Ｋ
を
与
え
て
し
ま
い
３
点
目
を
奪
わ
れ
、
ま
た
追
い
か
け
る

展
開
に
。
試
合
終
了
間
近
の
後
半
48
分
、
健
矢
が
打
っ
た
Ｆ
Ｋ
を
相
手
Ｇ

Ｋ
が
跳
ね
返
し
、
そ
の
ボ
ー
ル
を
カ
ル
ロ
ス
が
シ
ュ
ー
ト
。
２
得
点
目
を

得
た
と
こ
ろ
で
２
―
３
で
試
合
は
終
了
し
た
。

◎
山
形
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

１
回
戦　

９
月
３
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

４　

３
―
０

１
―
０
　

０　

山
形
工
業

［
得
点
者
］
會
田
祥
吾
３
・
吉
田
壮
太

コ
メ
ン
ト　
前
半
12
分
、
仁
統
が
祥
吾
に
パ
ス
し
、
シ
ュ
ー
ト
。
21
分
、

祥
吾
が
ゴ
ー
ル
前
で
頭
に
合
わ
せ
て
シ
ュ
ー
ト
。
28
分
、
ロ
ン
グ
パ
ス
を

頭
で
受
け
運
び
出
し
シ
ュ
ー
ト
。
前
半
だ
け
で
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
を
決
め

た
。
前
半
３
―
０
で
終
了
。
後
半
26
分
壮
太
が
相
手
Ｇ
Ｋ
を
抜
き
１
点
を

追
加
。
結
果
４
―
０
で
終
了
。

２
回
戦　

９
月
４
日
Ｇ
：
山
形
中
央
Ｇ

　

山
形
東　

０　

０
―
５

０
―
０
　

５　

日
大
山
形

コ
メ
ン
ト　
前
半
５
分
、
23
分
、
32
分
に
は
Ｃ
Ｋ
で
決
め
ら
れ
、
前
半
８

分
に
は
ス
ロ
ー
イ
ン
か
ら
、
前
半
25
分
に
は
Ｆ
Ｋ
か
ら
と
ほ
と
ん
ど
の
得

点
を
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
で
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
後
半
も
日
大
の
攻
撃
が

続
く
が
相
手
の
ミ
ス
や
Ｇ
Ｋ
航
佑
の
セ
ー
ブ
に
よ
り
、
後
半
は
無
失
点
に

抑
え
る
。
結
果
０
―
５
。

３
回
戦　

９
月
10
日
Ｇ
：
県
総
合
運
動
公
園
第
二

　

山
形
東　

１　

０
―
２

１
―
０
　

２　

城
北

［
得
点
者
］
奥
山
仁
統

コ
メ
ン
ト　
前
半
22
分
、
29
分
に
城
北
に
点
を
追
加
さ
れ
、
追
い
か
け
る

展
開
に
。
後
半
７
分
、
櫂
が
仁
統
に
パ
ス
を
出
し
、
相
手
Ｇ
Ｋ
を
か
わ
し

シ
ュ
ー
ト
。
得
点
す
る
。
結
果
１
―
２
で
試
合
終
了
。

４
回
戦　

９
月
11
日
Ｇ
：
山
形
市
球
技
場

　

山
形
東　

０　

０
―
１

０
―
０
　

１　

惺
山

コ
メ
ン
ト　
前
半
14
分
、
相
手
に
ル
ー
プ
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
先
制
点

を
許
す
。
県
大
会
を
逃
し
、
悔
し
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◎
Ｙ
リ
ー
グ

第
12
節　

９
月
17
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

２　

１
―
０

１
―
０
　

０　

長
井

［
得
点
者
］　

會
田
祥
吾
・
園
部
陽
一
郎

コ
メ
ン
ト　
前
半
44
分
、
相
手
の
Ｃ
Ｋ
を
弾
き
カ
ウ
ン
タ
ー
。
祥
吾
が
相

手
Ｄ
Ｆ
、
Ｇ
Ｋ
を
ド
リ
ブ
ル
で
抜
き
先
制
。
前
半
は
０
―
１
で
終
了
。
後

半
37
分
、
祥
吾
の
パ
ス
を
相
手
Ｄ
Ｆ
が
バ
ー
に
当
て
そ
れ
を
園
部
が
決
め

２
―
０
で
終
了
し
た
。

第
14
節　

９
月
23
日
Ｇ
：
米
沢
市
営

　

山
形
東　

０　

０
―
０

０
―
０
　

０　

鶴
岡
工
業

コ
メ
ン
ト　
勝
ち
点
１
は
と
れ
た
も
の
の
、
実
力
不
足
を
感
じ
る
試
合
と

な
っ
た
。

◎
第
１
０
１
回
山
形
県
全
国
高
等
学
校

　
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
山
形
県
大
会

１
回
戦　

10
月
８
日
Ｇ
：
米
沢
市
営

　

山
形
東　

４　

１
―
０

３
―
０
　

０　

寒
河
江

［
得
点
者
］
吉
田
壮
太
・
會
田
祥
吾
・
小
関
健
矢
・
木
村
俊
希

コ
メ
ン
ト　
前
半
10
分
壮
太
が
相
手
Ｄ
Ｆ
の
間
を
抜
き
シ
ュ
ー
ト
、
先
制

し
前
半
を
０
―
１
で
終
え
る
。
後
半
12
分
、
櫂
の
パ
ス
に
祥
吾
が
合
わ
せ

１
点
、
14
分
に
は
Ｃ
Ｋ
か
ら
健
矢
が
直
接
シ
ュ
ー
ト
し
２
点
を
追
加
す
る
。

後
半
42
分
、
健
矢
の
Ｆ
Ｋ
を
カ
ル
ロ
ス
が
受
け
相
手
Ｄ
Ｆ
も
粘
る
が
オ
ウ

ン
ゴ
ー
ル
。

２
回
戦　

10
月
９
日
Ｇ
：
米
沢
市
営

　

山
形
東　

１　

１
―
１

０
―
１
　

２　

米
沢
中
央

［
得
点
者
］
會
田
祥
吾

コ
メ
ン
ト　
前
半
23
分
、
パ
ス
を
受
け
た
祥
吾
が
相
手
Ｇ
Ｋ
を
抜
き
ゴ
ー

ル
へ
シ
ュ
ー
ト
。
山
東
先
制
。
だ
が
２
分
後
に
追
い
つ
か
れ
、
１
―
１
で

折
り
返
す
。
後
半
守
備
を
粘
る
も
、
11
分
１
点
を
追
加
さ
れ
て
し
ま
い
試

合
終
了
。

◎
Ｙ
リ
ー
グ

第
10
節　

10
月
22
日
Ｇ
：
山
形
市
球
技
場

　

山
形
東　

１　

０
―
１

１
―
０
　

１　

山
形
中
央
Ｃ

［
得
点
者
］
會
田
祥
吾

コ
メ
ン
ト　
前
半
14
分
、
サ
イ
ド
を
突
破
さ
れ
相
手
が
ク
ロ
ス
を
ヘ
デ
ィ

ン
グ
で
あ
わ
せ
シ
ュ
ー
ト
。
後
半
に
入
り
試
合
終
了
間
近
の
46
分
、
Ｐ
Ｋ

を
獲
得
し
祥
吾
が
決
め
る
。

第
13
節　

11
月
８
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

３　

０
―
０

３
―
０
　

０　

鶴
岡
中
央

［
得
点
者
］
奥
山
仁
統
・
吉
田
壮
太
・
小
関
健
矢

コ
メ
ン
ト　
後
半
８
分
、
健
矢
の
Ｃ
Ｋ
か
ら
仁
統
が
合
わ
せ
シ
ュ
ー
ト
。

先
制
す
る
。
ま
た
21
分
、
祥
吾
が
壮
太
に
パ
ス
を
出
し
相
手
Ｇ
Ｋ
と
一
対

一
に
な
り
シ
ュ
ー
ト
。
２
得
点
目
を
得
る
。
44
分
、
秀
斗
の
ロ
ン
グ
パ
ス

に
健
矢
が
合
わ
せ
シ
ュ
ー
ト
。
３
―
０
で
試
合
終
了
。
２
部
昇
格
を
掴
み

取
っ
た
。

◎
１
年
生
大
会

11
月
26
日
Ｇ
：
明
正
Ｇ

　

山
形
東　

０　

０
―
３

０
―
３
　

６　

山
形
中
央

コ
メ
ン
ト　
前
半
６
分
、
Ｇ
Ｋ
海
斗
と
一
対
一
に
な
り
失
点
。
続
け
て
２

点
追
加
さ
れ
前
半
を
０
―
３
で
終
え
る
。
後
半
で
は
助
っ
人
で
来
て
く
れ

た
直
く
ん
か
ら
の
パ
ス
や
、
シ
ュ
ー
ト
は
あ
っ
た
が
決
定
機
と
は
な
ら
ず
。

結
果
０
―
６
で
大
敗
し
た
。

善
戦
！
熱
戦
！
奮
戦
！

善
戦
！
熱
戦
！
奮
戦
！

善
戦
！
熱
戦
！
奮
戦
！

令和４年度
試合記録
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が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
お
話
を
さ
れ
て
い

た
り
、
Ｏ
Ｇ
の
参
加
が
増
え
て
に
ぎ
や
か

に
な
っ
た
り
、
様
子
が
年
々
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
だ
ご
参
加
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
方
は
、
ま
ず
は
見
学
か
ら
で
も
大
丈

夫
で
す
し
（
テ
ン
ト
で
誰
と
同
期
？
ポ
ジ

シ
ョ
ン
ど
こ
？
今
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
る

の
？
等
質
問
攻
め
に
合
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
…
）、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
限
ら
ず
お
子
さ

ん
や
ご
兄
弟
と
一
緒
に
プ
レ
ー
さ
れ
て
も

大
丈
夫
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
！
最
近
は
お
嬢
さ
ん
が
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し

　

８
月
６
日（
土
）は
、
８
月
第
一
土
曜
日

恒
例
の
、
山
東
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
余
韻

が
残
る
雰
囲
気
か
ら
か
、
さ
ほ
ど
多
く
の

参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
上
は
山

東
35
回
の
齋
藤
さ
ん
、
下
は
大
学
１
年
生

の
72
回
の
福
田
さ
ん
ま
で
、
幅
広
く
プ

レ
ー
＆
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
43
回
卒
の

今
野
監
督
は
早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
成
果
を

発
揮
し
（
？
）
昨
年
よ
り
も
走
れ
て
い
る

印
象
で
、ア
シ
ス
ト
も
決
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
今
回
も
親
子
共
演
で
盛
り
上
が
る
場

面
が
あ
っ
た
り
、
テ
ン
ト
で
は
諸
先
輩
方

若
手
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
参
加
が
増
え
て
き
た

　
　
　
　
　
　 

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

て
い
た
り
、
小
学
生
で
も
怖
が
ら
ず
に
Ｏ

Ｂ
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
し
て
い
た
り
、
彼
女

や
ご
家
族
を
連
れ
て
参
加
さ
れ
る
方
が
い

た
り
と
、
と
て
も
自
由
で
楽
し
い
雰
囲
気

で
す
。

　

プ
レ
ー
後
に
は
、
今
年
も
シ
ー
ロ
ム
さ

ん
（
山
東
23
回
卒
野
球
部
キ
ャ
プ
テ
ン
佐

藤
さ
ん
が
オ
ー
ナ
ー
の
お
店
で
す
）
の
タ

イ
風
肉
団
子
ス
ー
プ
を
食
べ
、
武
田
庄
二

商
店
さ
ん
（
故
武
田
会
長
の
息
子
さ
ん
、

そ
し
て
山
東
59
回
の
武
田
さ
ん
の
お
父
さ

ん
に
毎
度
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
）
か

ら
ご
用
意
い
た
だ
く
ド
リ
ン
ク
を
飲
み
な

が
ら
、諸
先
輩
か
ら
の
激
励
の
ス
ピ
ー
チ
、

３
年
生
の
決
意
表
明
、
２
年
生
主
将
の
抱

負
の
ス
ピ
ー
チ
と
、
団
欒
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
今
回
も
ま
た
、“
山
東
サ
ッ

カ
ー
部
は
巣
立
つ
場
で
あ
り
帰
っ
て
く
る

場
で
も
あ
る
”
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

�

（
山
東
45
回　

岡
部
愛
）
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サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　  

参
加
者 （
敬
称
略
）

奥
山　

孝
雄
（
山
東
９
回
）

後
藤　

芳
郎
（
山
東
19
回
）

岸　
　

慎
一
（
山
東
21
回
）

丹
野　

善
将
（
山
東
33
回
）

斎
藤　

一
郎
（
山
東
35
回
）

鴨
田　

直
樹
、
庄
司　
　

卓
、
橋
本　

憲
二

�

（
山
東
42
回
）

会
田　

一
洋
、
今
野　

誉
康
、
佐
竹　

寛
史

�

（
山
東
43
回
）

斎
藤　

丈
彦
、
佐
藤　
　

剛
（
山
東
44
回
）

谷
川　

智
行
、
岡
部　
　

愛
（
山
東
45
回
）

澤
口　
　

涼
、
髙
橋　

孝
典
（
山
東
46
回
）

伊
藤　

陽
介
（
山
東
47
回
）

伊
藤　

英
樹
（
山
東
55
回
）

大
場　

一
哲
、
黒
田　
　

薫
、
後
藤　

泰
治
、

平　
　
　

遼
、
武
田　

大
伸
（
山
東
59
回
）

大
久
保
升
誉
（
山
東
61
回
）

小
松　

眞
峰
（
山
東
62
回
）

堀
込　

健
斗
（
山
東
63
回
）

佐
藤　

海
都
（
山
東
68
回
）

中
野　

颯
人
、
森
谷　

僚
介
（
山
東
71
回
）

　

他
多
数
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
当
日
Ｏ

Ｇ
が
た
く
さ
ん
い
た
の
に
名
簿
に
い
な
い
の

は
な
ぜ
？
）　

今
年
は
８
月
５
日（
土
）（
８

月
第
１
土
曜
日
）
に
開
催
予
定
で
す
！

今
年
度
の
体
育
部
Ｏ
Ｂ
会
（
開
催
さ
れ
る
場

合
）
は
、
２
０
２
４
年
２
月
２
日（
木
）（
日

付
固
定
）
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
予

定
と
な
り
ま
す
。
開
催
情
報
に
つ
い
て
は
事

務
局
次
長
：
佐
藤
剛
（
山
東
44
回
）

takeshi-sato@
m
a.catvy.ne.jp

よ
り
配
信

し
て
い
ま
す
が
、
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
い

う
方
は
事
前
に
佐
藤
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

山
東
29
回
卒
・
桂
木
宣
均
で

す
。
令
和
５
年
２
月
２
日
開
催

の
山
形
東
高
校
体
育
部
Ｏ
Ｂ
会

総
会
に
お
い
て
、
光
栄
に
も
功

労
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

岸
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ッ

カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
の
ご
指

導
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
（
日
本
地
下
水
開
発
）

で
は
、
山
東
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ

会
の
ご
理
解
を
得
て
、
社
会
人

リ
ー
グ
に
お
い
て
「
Ｊ
Ｇ
Ｄ
山

東
ク
ラ
ブ
」
を
ご
一
緒
に
結
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
会
社
と
し

て
も
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
サ
ッ
カ
ー

部
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、現
役
諸
君
に
は
、サ
ッ

カ
ー
部
が
母
校
に
お
け
る
文
武

両
道
、
質
実
剛
健
の
模
範
と
な

る
部
活

動
と
し

て
、
一

層
活
躍

さ
れ
る

こ
と
を

期
待
し

て
お
り

ま
す
。

　

第
66
回
体
育
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
・
懇

親
会
が
２
月
２
日
、
山
形
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
第
57
回
Ｏ
Ｂ
会

功
労
賞
受
賞
者
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
部

か
ら
桂
木
宣
均
君
（
山
東
29
回
＝
昭

和
54
年
卒
）
と
佐
藤
啓
君
（
山
東
30

回
＝
昭
和
55
年
卒
）
に
賞
状
と
メ
ダ

ル
が
授
与
さ
れ
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
が
続
い

た
総
会
・
懇
親
会
は
今
年
、
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
蔓
延
防
止

を
考
慮
し
各
部
２
人
と
受
賞
者
に
参

加
を
限
定
。
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
は
岸

慎
一
会
長
、
寒
河
江
努
副
会
長
と
桂

木
、佐
藤
の
両
君
が
出
席
し
た
。サ
ー

ブ
付
き
の
着
席
ス
タ
イ
ル
で
進
む
会

場
は
総
勢
70
人
ほ
ど
の
Ｏ
Ｂ
と
教
職

員
の
み
で
現
役
生
徒
の
姿
は
な
く
、

例
年
に
比
べ
て
寂
し
い
印
象
は
否
め

な
い
。
そ
れ
で
も
粛
々
と
進
ん
だ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
壇
上
に
立
っ
た
桂

木
、
佐
藤
の
両
君
は
栄
誉
に
は
に
か

体
育
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
・
懇
親
会

み
つ
つ
、「
今
後
も
山
東
サ
ッ
カ
ー
部

後
援
会
の
発
展
に
力
を
尽
く
す
」
と

意
欲
を
語
っ
て
く
れ
た
。
今
年
の
幹

事
は
卓
球
部
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が

務
め
、
次
期
幹
事
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
引

き
継
い
だ
。
次
回
か
ら
は
ほ
ぼ
例
年

通
り
の
開
催
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

（
山
東
25
回　

寒
河
江　

努
）
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福島Ｊヴィレッジ遠征へのOB参加報告
　山東69回卒の奥山登啓（たかひら）です。現在は千葉大学に籍を置き、フットサル部に所属しながら生物の研究
者を目指して日々研究に励んでおります。卒業後も、弟２人が山東サッカー部に在籍していたご縁があり、しばし
ば練習や合宿に参加させて頂いておりました。兄弟３人にわたり指導賜りましたスタッフの方々、そして物心両面
で力強く支えて下さいました後援会の皆様に、この場をお借りして心より感謝申し上げます。
　さて、私が山東サッカー部員として最後にピッチに立ったのは高校最後の春の大会、県総体の舞台でした。不運
にも試合中に相手選手と交錯し、脛骨骨折の大怪我を負って、そのまま引退を決意しました。あまりの結末に自身
の運命を恨み、酷く落ち込んだ当時のことを今でも鮮明に覚えております。しかし、引退してから現在に至るまで、
高校３年間のサッカーライフを後悔したことは１度もありません。それほどに山東サッカー部で過ごした日々は毎
日が充実しており、自分にとってかけがえのない時間だったのだとしみじみと感じております。そして今回、こう
して後援会報の筆を執らせて頂けたことを大変嬉しく思っております。
　現役だった頃の記憶をふり返った時、私はふと、３年生として出席した最後の納会でのある一幕を思い出しまし
た。それは、部活動を引退し受験を控える私たちに向けて、顧問の先生から送られた言葉です。「３年生の諸君は、
今年で部活動を引退します。しかし、それは部員としての終わりを意味するのではない。新たな船出を意味します。
これから諸君は山東サッカー部という大きな船に、OBOGという違う役割のクルーとして乗込むのです」。当時の
自分は、この言葉の意味を正しく理解できておらず、せいぜい後援会の皆様から振る舞われた目の前のすき焼きに
感謝することぐらいしかできませんでした。歳月が経ち、山東サッカー部のOBクルーとなった今、現役の頃に見
ていた山東サッカー部の景色が、氷山の一角であったことに気付かされます。現役生を陰ながら支えて下さる、後
援会の方やOBOGの方があってこその山東サッカー部だということを改めて実感致しました。卒業してから４年が
経過した現在でも、同期の仲間たちとは毎年旅行に行き、定期的に連絡を取り合う仲です（写真は同期の仲間と草
津温泉に行った時のものです）。山東サッカー部で構築された絆や繋がりは、コロナ禍においても一切欠けること
は無く、組織の団結力を身に染みて感じています。
　３月末、同期の仲間と後輩OBの計４人で２泊３日の福島Ｊヴィレッジ遠征に参加させて頂きました。生憎の雨
でしたが屋内ピッチも用意されている施設でしたので、選手たちは冬場のトレーニングを遺憾なく発揮し、芝の上
でのびのびとプレーしておりました。進学校でありながらこのような素晴らしい環境でサッカーができる後輩たち
を見て、OBとして誇らしく感じた次第です。連戦続きのハードスケジュールではありましたが、選手同士で声を
掛け合い、励まし合っていた姿は今も昔も変わらず、安心感を覚えました。顧問が「終わりじゃないよ。ランシュ
に履き替えて走るぞ」と言えば、苦笑いしながらランに向かっていく選手たちの背中が、当時の自分と重なり、ど
こか懐かしく感じられました。プレーについてアドバイスを求めてくる選手もおり、今後の活躍が期待されます。
OBOG一同、健闘をお祈りいたします。
　遠征中は、後援会の強化費を利用して我々に御馳走して頂き、夜も山東サッカー部について大いに語り合うこと
ができました。また、練習に参加するとしばしば、強化費を利用して我々学生OBに食事をご馳走して頂いており
ます。近い将来、今度は私が後輩の手助けをするかたちで、恩返しができたらなと思っております。ありがとうご
ざいます。
　最後に、春から新社会人となる同期や先輩の皆様が、山東サッカー部のクルーとして社会に羽ばたき、新しい環
境でご活躍されることを心から願っております。
　先の見通しが立ちづらい昨今ではございますが、皆様のご健康と山東サッカー部の益々のご繁栄を心よりお祈り
いたします。� 奥山　登啓（山東69回）

右が報告者の奥山君、左が同じく
遠征に参加した馬場くん。

2021年山東サッカー部同期と
草津温泉へ。（奥山君は前列左）

千葉大フットサル部
（奥山君は後列中央）
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山
東
46�

今
野　
　

学
４�

菊
地　
　

拓
14

�

澤
口　
　

涼
４

山
東
47�

山
口　

真
史
４�

伊
藤　

陽
介
４

山
東
48�

奈
良
崎　

賢
４

山
東
54�

斉
藤　
　

亘
３

山
東
55�

小
川　

裕
史
３

山
東
58�

高
橋　

和
博
３�

齋
藤　

直
哉
３

山
東
59�

皆
本　
　

岳
３�

後
藤　

泰
治
３

�

黒
田　
　

薫
３�

平　
　
　

遼
３

�

大
場　

一
哲
３�

武
田　

大
伸
３

�

浅
野　

敬
史
３

山
東
60�

渋
間　

康
生
３

山
東
61�

桂
木　

宣
直
３�

大
久
保
升
誉
３

山
東
62�

斎
藤　

大
三
２

山
東
63�

鈴
木　

拓
也
３

山
東
64�

齋
藤　

哲
哉
３

山
東
68�
渡
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晴
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石
原　
　

駿
２

山
東
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角
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行
崇
２

山
東
72�

矢
吹　

晃
成
２

敬
弔

　

逝
去�

平
成
28
年
８
月
31
日

�

　
　
　

阿
部　

達
志　

山
中
54
回

　

逝
去�

令
和
３
年
12
月
12
日

�

　
　
　

佐
藤　
　

進　

山
東
５
回

山
東
９�

奥
山　

孝
雄
５

山
東
11�

工
藤　

玄
光
５

山
東
12�
安
孫
子　

斎
５

山
東
15�
今
井　

眞
哉
５

山
東
17�
伊
藤
八
右
衛
門
５�

秋
保　
　

仁
５

山
東
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皆
川　
　

節
５�

後
藤　

芳
郎
５

山
東
20�

草
刈　
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長
谷
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５
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篤
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伊
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政
律
５
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21�
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慎
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桑
嶋　

誠
一
５
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東
24�
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正
教
５

山
東
26�
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山　

和
伸
５�

大
澤　

博
行
５

�

齋
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哲
朗
５

山
東
27�

小
嶋　

文
良
３�

田
中　

徳
彦
５

�

村
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久
夫
５
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28�

渡
辺　

憲
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５
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桂
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宣
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５
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馳
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茂
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桂
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聖
彦
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丹
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善
将
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磯
部　

康
雄
５

山
東
35�

斎
藤　

一
郎
５

山
東
36�

土
田　

文
宏
５�

塩
川　
　

創
５

�

佐
藤　

隆
行
５�

金
野　

宏
龍
10

山
東
37�

荒
木　

秀
文
５

山
東
39�

大
江　
　

悌
５

山
東
40�

小
関　

重
紀
５�

漆
山　

和
仁
５

山
東
41�

岡
部　

純
一
４

山
東
42�

原
田　

睦
生
４�

庄
司　
　

卓
４

�

橋
本　

憲
二
４�

鴨
田　

直
希
４

山
東
43�

中
山　

土
史
４�

秋
葉　

康
樹
４

�

佐
竹　

寛
史
５�

会
田　

一
洋
４

�

今
野　

誉
康
10

山
東
44�

笹　
　

真
一
４�

神
保　

康
志
４

�

佐
藤　
　

剛
４

�

斎
藤　

丈
彦
４

山
東
45�

中
山　

準
士
４�

黒
木　
　

薫
４

�

谷
川　

智
行
４�

岡
部　
　

愛
４

（
敬
称
略
・
単
位
千
円
）

（
敬
称
略
・
単
位
千
円
）

会
費
・
寄
付
納
入
者
名
簿（
４
年
度
）

会
費
・
寄
付
納
入
者
名
簿（
４
年
度
）

■ 収入の部 ■ （単位・円）

予算額 決算額 増 △ 減 備　　　　　考
年会費･寄附金 450,000 365,000 △� 85,000 別掲81人
繰 越 金 244,294 244,294 0 令和３年度繰越金

雑 収 入 5,706 27,000 21,294 現役納会参加者負担金

計 700,000 636,294 △� 63,706
� ※今年度は受取利息０円

■ 支出の部 ■ 
予算額 決算額 増 △ 減 備　　　　　考

印 刷 費 80,000 74,690 △� 5,310 会報（770部）と郵便払込票印刷代
通 信 費 60,000 57,082 △� 2,918 会報638部の郵送料など
慶 弔 費 35,000 0 △� 35,000

育 成 費 250,000 253,249 3,249 フェスティバル54,880円，現役納会，トロフィー・キーホルダーなど198,369円
体育部OB会費 40,000 35,000 △� 5,000 分担金、強化費
遠征補助費 70,000 20,000 △� 50,000 現役遠征費補助として監督に

事 務 費 20,000 19,290 △� 710 会報送付用宛名ラベルシール代・封筒代10,824円，郵便振込手数料51件8,466円
会 議 費 25,000 10,000 △� 15,000 体育部OB会役員会費10,000円
雑 費 20,000 15,000 △� 5,000 選手権激励会費
予 備 費 100,000 0 △�100,000
計 700,000 484,311 △�215,689 ��(翌年度へ繰越）151,983

■ 収入の部 ■ （単位・円）

予 算 額 摘　　　要
年会費・寄附金 450,000 5,000円×90人
繰 越 金 151,983 令和４年度決算より
雑 収 入 8,017
計 610,000

■ 支出の部 ■ 
予 算 額 摘　　　　要

印 刷 費 80,000 会報（770部）
通 信 費 60,000 会報発送
慶 弔 費 20,000
育 成 費 250,000 フェスティバル・現役納会
体育部OB会費 40,000 負担金
遠征補助費 50,000 遠征OB派遣費
事 務 費 20,000 振込料､ ラベル印刷他
会 議 費 20,000
雑 費 20,000
予 備 費 50,000
計 610,000

会費寄付金納入方

名　　称：山形東高校サッカー部
　　　　　後援会
郵便振込：02450－1－1960
銀行振込：山形銀行県庁支店
　　　　　（普）217859
　皆様の会費・寄付金は遠征等、現
役選手の育成費用として活用させて頂
いております。現役時代諸先輩方から
受け取ったお気持ちをOBOGとなった
今お返しする意味でも、是非ご協力の
程、宜しくお願い申し上げます。

令和４年度山形東高サッカー部後援会決算書（案）令和４年度山形東高サッカー部後援会決算書（案） 令和５年度山形東高サッカー部後援会予算書（案）令和５年度山形東高サッカー部後援会予算書（案）

※会則に定められた会費の金額は次の通り。
　第13条　�会費「①本会の会員は会費を納入する。ただし学生は免除する。②会費の額は、100円に会員の年齢を乗じて得た額の千円未満

の端数を切り捨てた額を年会費とする。」
※�20代は２千円、30代は３千円、40代は４千円、50代以上は５千円となる。もちろん、定められた額以上を芳志として出してくださること
を拒否するものではありません。
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◇ 
奥
山　
孝
雄
（
山
東
９
回
）
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
は
施
策
よ
り
慣
れ
の
よ
う
で
す
。
大

手
を
振
っ
て
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。

◇ 

安
孫
子　
斎
（
山
東
12
回
）
８
月
６
日
の

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
盛
会
を

祈
っ
て
ま
す
。

◇ 

齋
藤　
哲
朗
（
山
東
26
回
）
令
和
５
年
５

月
に
て
リ
タ
イ
ヤ
で
す
（
仕
事
）。
サ
ッ

カ
ー
は
現
役
。

◇ 

磯
部　
康
雄
（
山
東
33
回
）
炎
天
下
の
活

動
で
は
十
分
な
水
分
補
給
を
！
体
調
管
理

に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
！

◇ 

渋
谷　
雅
人
（
山
東
36
回
）
50
歳
で
早
期

退
職
し
、
全
国
に
広
が
り
続
け
る
こ
ど
も

食
堂
の
支
援
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
月

の
半
分
は
各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

◇ 

金
野　
宏
龍
（
山
東
36
回
）
当
時
は
辛
い

部
活
の
日
々
で
し
た
が
、
今
は
最
高
の
思

い
出
に
し
か
思
え
ま
せ
ん
！
東
高
サ
ッ

カ
ー
部
を
い
つ
ま
で
も
応
援
し
て
い
ま
す

の
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

◇ 

荒
木　
秀
文
（
山
東
37
回
）
時
々
、
先
輩

後
輩
の
方
々
と
交
友
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
た
ま
に
フ
ッ
ト
サ
ル
す
る
と
真
剣

勝
負
！
そ
れ
が
良
い
で
す
ね
。

◇ 

大
江　
　
悌
（
山
東
39
回
）
応
援
し
て
い

ま
す
。
母
校
勤
務
で
戦
々
恐
々
で
す
。

２
０
２
３
年
度　

　

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

５
月
27
、
28
日
、
６
月
２
〜
４
日

　

山
形
県
高
校
総
体
予
選

８
月
５
日（
土
）（
予
定
）

　

�

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
於
：

山
形
東
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

９
月
30
日
、

10
月
１
、７
ー
９
、
14
、
24
日

　
�

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
山
形
県

大
会

12
月
上
旬

　

現
役
納
会
（
於
：
中
島
商
店
）

２
月
２
日（
金
）（
予
定
）

　

�

山
形
東
高
体
育
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
・
懇

親
会
（
於
：
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

２
０
２
２
年
度
入
試�

サ
ッ
カ
ー
部
進
学
実
績

�

（
現
浪
合
わ
せ
）

【
国
公
立
】

東
京
大
学　

文
科
Ⅰ
類
１
名

　

　

文
科
Ⅲ
類
１
名

東
北
大
学　

理
学
部
１
名

　

　

工
学
部
２
名　

山
形
大
学　

医
学
部
医
学
科
１
名

金
沢
大
学　

理
工
学
域
１
名

　

　

理
系
一
括
２
名

横
浜
市
立
大
学　

国
際
商
学
部
１
名

【
私　
立
】　

慶
應
大
学　

商
学
部
１
名　

東
北
医
科
薬
科
大
学　

医
学
科
１
名　

東
北
学
院
大
学　

文
学
部
１
名

　

今
回
の
41
号
を
制
作
す
る
に

あ
た
っ
て
気
が
つ
い
た
こ
と
が

２
つ
あ
り
ま
し
た
。１
つ
め
は
、

２
月
２
日
の
体
育
部
Ｏ
Ｂ
会
が

通
常
通
り
開
催
さ
れ
な
い
と
（
二
次
会
と
い

う
名
の
新
年
会
の
宴
も
開
催
さ
れ
ず
）、サ
ッ

カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
す
る
機
会

が
減
り
会
費
収
入
が
と
て
も
減
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
後
援
会
の
会
報
誌
を
読
み
始
め
て

数
十
年
経
ち
ま
す
が
、
初
め
て
決
算
の
項
目

を
じ
っ
く
り
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。
赤
字
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
現
役
生
の
活
動
を
金
銭
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
の
で
、
皆
様
、

８
月
５
日（
土
）の
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
つ
い
で
に

会
費
を
納
入
い
た
だ
け
ま
す
と
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
後
に
も
宴
は

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
涼
し
く
な
る
時
間
帯
か

ら
グ
ラ
ン
ド
へ
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
少
し

サ
ッ
カ
ー
観
戦
し
た
後
に
二
次
会
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
気
づ
い
た
こ
と
２
つ
め
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
影
響
な
の
か
「
音
信
良
通
」
へ
近
況

を
お
送
り
く
だ
さ
る
方
が
年
々
激
減
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
お
互
い
に
最

近
の
様
子
を
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
か
ら
か
、
わ
ざ

わ
ざ
近
況
を
送
ら
な
く
て
も
…
と
お
考
え
の

ご
様
子
。
不
思
議
な
の
が
、
コ
メ
ン
ト
投
稿

は
減
っ
て
い
く
の
に
、
意
外
と
皆
さ
ん
こ
の

コ
ー
ナ
ー
を
読
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

で
、
お
会
い
し
た
と
き
に
感
想
を
頂
い
た
り

し
ま
す
。
私
信
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

近
況
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
な
い
と
私
の
同
期
ば
か
り
が

投
稿
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
今

回
２
巡
目
に
入
り
ま
し
た
）。

�

（
山
東
45
回　

岡
部　

愛
）

　

音
信
良
通
は
、
会
費
の
振
込
用
紙
に

一
言
添
え
て
頂
く
か
、okabeai31@

gm
ail.com

�

ま
で
メ
ー
ル
で
お
送
り

く
だ
さ
い
（
お
名
前
と
本
文
の
み
で
も

結
構
で
す
）。
皆
様
の
近
況
や
現
役
選

手
へ
の
叱
咤
激
励
の
言
葉
、
こ
の
会
報

誌
の
感
想
や
ご
要
望
な
ど
お
送
り
く
だ

さ
い
！
年
々
コ
メ
ン
ト
数
が
減
っ
て

い
っ
て
寂
し
い
で
す
！

◇ 

岡
田　
　
健
（
山
東
45
回
）
最
近
全
然

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
か
ら
近
々
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
す
。

◇ 

宮
川　
尚
久
（
山
東
45
回
）
神
経
科
学
研

究
か
ら
製
薬
業
界
に
移
り
１
年
。
前
・
現

職
の
仕
事
を
繋
げ
ら
れ
な
い
か
夢
想
中
。

お
っ
さ
ん
サ
ッ
カ
ー
＆
サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
っ
て
ま
す
！

◇ 

山
川　
正
浩
（
山
東
45
回
）
娘
が
陸
上
部

に
入
り
ま
し
た
。
道
具
を
揃
え
る
際
、
つ

い
サ
ッ
カ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
推
し
て
し
ま
う

父
で
す
。

◇ 
今
野　
　
学
（
山
東
46
回
）
中
学
生
の
息

子
が
、
授
業
で
モ
ン
テ
の
応
援
に
行
き
ま

し
た
。
自
分
が
中
学
生
の
頃
と
は
環
境
が

変
わ
っ
た
な
あ
、
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
が
本
当
に
身
近
に
な
り
ま

し
た
。
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